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基本理念  

人は遥か昔から「木」と暮らしをともにし、自然と調和してきました。しかし一方で人は物質的な豊かさを

求め過ぎるあまり、深刻な環境破壊を引き起こし、その結果、真の豊かさとは何かを見失ってしまいました。 

私たちは住まいづくりの中で「木」を活かし、よりよい暮らしを実現することこそ、本当の豊かさであると確信

しています。ただしそれは、この地球で「共に生きる」という思想のもと、持続可能な社会が確立して初めて

可能になる、と考えています。   

永大産業はそのような社会を構築するため、地球、社会、人との共生を通じて環境保全に取り組み、なお一層、

社会に貢献する企業であり続けることを目指しています。 

永大産業は、持続可能な木材資源の利用を推進するか

たわら、役目を終えた木製品や木質廃材が再び社会で

利用されるよう、独自のリサイクルシステムで地球環境の

保全に努めて参りました。当社は環境との調和を重んじ、

地球との共生を継続していきたいと考えています。 

永大産業は、誰にとっても健康的であり、なお

かつ安全、安心に使えるモノづくりを目指して

います。当社はそれら製品の使い易さ、快適

さをさらに追求することで、人との共生をかた

ちにしたいと考えています。 

永大産業は、社会の公器としての立場を認識

し、広く情報公開を行い、透明性の高い経営

に努めます。当社は法令を遵守し、社会的利

益の還元を積極的に行うことで、これからも社

会との共生を尊重していきたいと考えています。 

木を活かし、よりよい暮らしを  

3つの共生を目指します 
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編集方針・目次  

発行の目的 

本報告書は永大産業の環境、社会に関する活動を、

広く知っていただくために発行するものです。 

 

編集方針 

本報告書は持続可能な社会の実現に向け、永大産業

の取り組みを具体的なデータを添えて掲載したものです。

活動の内容については、個々の担当者によるコメント

を記し、よりわかりやすくなるよう努めました。 

 

報告対象範囲 

永大産業株式会社（個別） 

一部グループ会社の報告を含みます。 

 

対象期間 

2009年度（2009年4月から2010年3月まで）の活動を

掲載していますが、一部2010年度における取り組みも

報告しています。 

 

参考ガイドライン 

環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」 

 

次回発行時期 

2011年9月発行予定 

 

お問い合わせ先 

〒559-8658　大阪市住之江区平林南2-10-60 

永大産業株式会社   経営企画部CSR推進室 

TEL　06-6684-3062 

FAX　06-6684-3068
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トップメッセージ  

よりよい製品を提供し、社会   

「環境創造型事業」をさらに推進 

環境保護に対する意識が世界的にも高まる中、温室効果ガス

削減に向けた様 な々取り組みが始まっています。住宅産業に

おいてもさらなる環境への配慮が必要になることはいうまでもあ

りません。永大産業では「木を活かし、よりよい暮らしを」という

基本理念を掲げ、全社を挙げて環境保全に取り組んでまいり

ました。 

数ある資源の中でも、再生させることが可能である森林資源を

継続して利用するために、業界に先駆けて森林認証材をはじ

めとする持続可能な森林の木を製品の原材料に使用してまい

りました。また、未利用材等を無駄なく活用して生産された木質

ボード（MDF）を原材料として、フローリングなどを生産する活

動に力を入れてまいりました。さらに、廃木材も貴重な資源とし

て循環させるため、木質ボード（パーティクルボード）を生産する

マテリアルリサイクルや、エネルギーを取り出すサーマルリサイク

ルを行ってまいりました。 

このように当社では、サスティナブルな森林資源の利用やマテリ

アルリサイクルなど、木材資源を循環させる「環境創造型事業」

を通じて、フローリングのほか内装材やシステムキッチンなど、住

まいに役立つ製品を生産するとともに、環境への負荷低減に努

めてまいりました。 

この「環境創造型事業」をさらに推進することで、よりよい住まい

づくりと、持続可能な社会の実現に貢献するものと考えております。 

 

温室効果ガス抑制に貢献 

「木」は循環可能な生物資源であり、二酸化炭素を吸収し酸

素を供給しながら成長します。そして、伐採されて木質製品となっ

た後も炭素を固定化しつづけます。このため住宅の部材に木

材や木質製品を使用することで、長期間にわたって炭素を固

定しつづけることが可能です。 

当社は木質製品を生産することにより、年間10万トンの炭素を

製品の中で固定しています。これは年間約37万トンの二酸化

炭素の排出を抑制したことに相当します。 

当社では、二酸化炭素を始めとする温室効果ガスの排出を抑

制することが、今後ますます大きな意味をもつものと認識し、木を

活かした環境保全への取り組みに力を入れていく方針です。 

 

フローリングの全てを環境配慮型に 

当社では、森林認証材に代表される持続可能な木材資源を利

用して、住まいづくりに必要な製品の開発をいち早く進めてまい

りました。その一環として2009年に、「2011年度中にカタログ掲

載されているフローリングの全てを、環境配慮型にする」計画を

打ち出しました。2009年度末時点での環境配慮型フローリング

の割合は40％に達しており、計画は予定通りに進んでおります。 

この環境配慮型への転換には、タスマニアンユーカリなどの森

林認証材や、ヨーロピアンビーチのように適切な森林管理が行わ

れている持続可能な木材資源を利用して推し進めます。併せて、

私たちの最も身近にある国産材も積極的に活用する考えです。 

これまでにも当社は国産材を利用したフローリングの生産や木

質ボード（MDF）の活用を進めてまいりましたが、今後はさらな

る用途開拓と新製品開発を行います。 

当社ではこのような取り組みを推進し、計画を達成できるように

努めます。 

 

より高い倫理観・価値観に基づき行動 

このような環境への取り組みを実践していくためには、社員全

員が正しい見識を持ち、より高い倫理観・価値観に基づいた考

え方や行動を行わなければなりません。当社は「永大産業企業
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代表取締役社長  

吉川 康長  
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   から評価される企業に 

行動憲章」を定め、当社のコンプライアンスに対する考え方や姿

勢を広く社会に宣言するとともに、役員、従業員の一人一人が

倫理や企業理念に則った行動をするための指針を示しており

ます。 

社内では法務コンプライアンス室が中心となって、情報の適切

な管理や知的所有権の取扱いといった日常的な事例の紹介な

ど、具体的な啓蒙活動を進めております。 

また、反社会的勢力に対しては毅然とした態度を貫き、社会か

ら排除していくことが企業の社会的責任であると考え、「反社

会的勢力排除マニュアル」を定めております。これらの団体と

向き合うための基本方針を示し、全社を挙げて組織的に反社

会的勢力の排除に取り組んでおります。 

 

社会から評価される企業に 

住まいにおける環境配慮への要求は、今後確実に高まっていく

ものとみております。 

当社は、これまでに培った木質加工技術を駆使して、今後も環

境に優しい資源である木を利用した質の高い製品を提供し、

お客様から信頼されるものづくりで応える考えです。 

 

こうした活動を通じ、豊かな社会を形成のための責任を果たす

とともに、さらに社会から評価される企業になるよう努めてまいり

ます。 
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会社概要  

：： 会社概要 ：： 売上高（連結） 

：： 経常利益（連結） 

：： 総資産（連結） ：： 事業別売上比（連結） 

社 名  

創 業  

本 社 所 在 地  

資 本 金  

従 業 員 数  

製 造 拠 点  

営 業 拠 点  

事 業 内 容  

上 場  

グループ会社 

永大産業株式会社（Eidai Co.,Ltd） 

1946年（昭和21年）7月29日 

大阪市住之江区平林南2丁目10番60号 

32億8530万円（2010年3月末日現在） 

1143名（2010年3月末日現在） 

大阪、敦賀、山口 

東京、名古屋、大阪ほか全国41箇所 

住宅資材および木質ボードの製造・販売 

東京証券取引所　市場第二部（証券コード：7822） 

小名浜合板株式会社（福島県いわき市） 

永大テクニカ株式会社（大阪市） 

永大スタッフサービス株式会社（大阪市） 

永大テクノサポート株式会社（大阪市） 

エヌ・アンド・イー株式会社（徳島県小松島市） 

■ 大阪事業所（大阪府堺市） 
システムキッチン・室内ドア・収納・造作材 

■ 敦賀事業所（福井県敦賀市） 
フローリング・一体型床暖房・室内階段セット・パーティクルボード 

■ 山口・平生事業所（山口県平生町） 
フローリング・床造作材・パーティクルボード 

［グループ会社］ 

■ 小名浜合板（株）（福島県いわき市） 
パーティクルボード・収納・造作材・階段部材 

■ エヌ・アンド・イー（株）（徳島県小松島市） 
MDF

木質ボード
11.7%

製造拠点 営業拠点 

※ショールームを併設

札幌※、 青森、 盛岡、 仙台※、 山形、 福島、  

新潟※、 宇都宮、 茨城、 群馬、 埼玉、 千葉、  

柏、 東京※、 東京西、 相模原、 横浜、 山梨、  

長野、 金沢※、 静岡※、 名古屋※、 三重、  

京都※、 大阪※、 神戸、 姫路、 岡山※、 広島※、  

米子、 山口、 高松、 松山、 北九州、 福岡※、  

長崎、 熊本、 鹿児島、 沖縄※ 
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エコメッセージパートナーワンビーチヨーロッパ階段

エコメッセージフロア

アルティモードリビングステージ

アーバンモード

ラフィーナ
ゲートスタイルキッチンS-1
コンパクトゲート
ゲートスタイルキッチンS-1
コンパクトゲート

プレッソ

PB  ウッディシリーズMDF

PB  ハーモニーカラーシリーズ

取扱製品
フローリング、一体型床暖房、床造作材、壁材、
エクステリア部材、室内階段セット、室内階段廻り部材

建材事業部

永大産業の各事業を紹介します 

フローリング・室内階段

素材を厳選し、 

環境に配慮した製品を開発しています。 

持続可能な森林資源を活用し、環境に配慮したフローリングや

室内階段セットなどの製品を開発、生産しています。中高層市場

向けの遮音フローリングや床暖房をはじめ、安心・安全で施工性

に優れた高機能製品の品揃えを図っています。 

室内ドア・造作材・収納 

最先端のデザインを製品に反映させるとともに、 

短納期を実現しています。 

常に次のトレンドを意識し、最新のデザインを室内ドアやクロゼット、

シューズボックスなどの製品に取り入れています。また、見積もり

から納品まで一貫したシステムを構築することで、短納期を実現

しています。 

システムキッチン・サニタリー・バス  

ステンレス加工技術を活かした、 

使いやすい水まわり製品を提案します。 

水まわりに最適なステンレス素材を採用し、独自の加工技術を駆

使した、いつまでも美しく水じまいなどの機能に優れたシステムキッ

チンを中心に製品展開しています。 

パーティクルボード 

不用になった木質製品と未利用材を活用し、 

木材資源の有効利用を推進しています。 

ホルマリンの放散量を限りなくゼロに近づけたパーティクルボード

を生産しています。不用になった木質製品を焼却せず、マテリア

ルリサイクルを行い、炭素を固定化することで、二酸化炭素の発

生を抑制し、環境保全に寄与しています。 

取扱製品
室内ドア、システム造作材、カウンター、クロゼット、
シューズボックス、システム収納

内装システム
事業部

取扱製品
システムキッチン、洗面化粧台、トイレカウンター、
システムバス、床下収納

住設事業部

取扱製品
パーティクルボード、MDF

パーティクルボード
事業部
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3R　廃棄物のＲｅｄｕce（発生抑制）、Ｒｅｕｓｅ（再使用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（再利用）を意味する英語の頭文字をとって3Rと言い、廃棄物を

　　 できるだけ出さずに循環型社会をつくるための基本的な考え方。
用語解説 

環境方針で4つの企業活動を定めています 

永大産業では90年代から、部門や事業所単位で、個別に環境

保全活動を本格化させましたが、21世紀を見据えたビジョン

の中で、全社的な取り組みが必要との判断から、2000年6月、

「永大産業の環境問題への姿勢」を制定しました。 

2007年6月には「環境方針」を定め、当社の環境に対する

姿勢を明文化しましたが、より一層環境に対する取り組みを

強化し、社会的責任を果たす狙いから、2008年10月、「環

境方針」を一部改正しました。 

永大産業は、地球、社会、人との共生を通じて、 

環境保全に取り組み、なお一層の社会貢献を目指します。 

［基本方針］ 

環境方針 

1 企業活動 

［行動指針］ 

エネルギー、水資源を有効に活用し、温室効果ガス

排出量の削減に努めます。 

1
Ｒｅｄｕce（発生抑制）、Ｒｅｕｓｅ（再使用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（再

利用）の3Rを推進し、循環型社会の発展に寄与します。 

2

管理基準を設定し、環境負荷の大きな物質の使用・

排出を抑制します。 

3
森林認証材、中でも植林木を積極的に採用し、環境

に配慮した資材の比率を高めます。 

4

2 社会的責任 
法令を遵守し、地域との連携を深め、広く社会から評価される企業を目指します。 

3 情報の開示 
企業活動に関する情報は随時、開示します。 

3R温室効果ガス削減 

化学物質の管理・抑制 

3Rの推進 

環境に配慮した木材調達 



成長 

伐採 

間伐材
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端材

製材
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木を活かした環境保全への取り組み 

「木」は地球にやさしい資源です 

永大産業は、循環の輪を広げていきます 
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環境社会報告書  2010

「木」は再生できる地球にやさしい資源です。「木」の有効利用を図るには、

「持続可能な森林の木を使う」「木を無駄なく使う」「木を循環させて使う」

ことが重要です。当社はこの「3つの循環の輪」に沿って事業を展開すること

により、なお一層、地球環境の保全活動に取り組んでいきたいと考えています。 

持続可能な森林の木を使う 

木を無駄なく使う 

木を循環させて使う 

貴重な森林資源を継続的に利用するためには、

生態系を維持するなどの環境に配慮した木材

調達の考え方が重要です。

永大産業は製品の原材料に、世界的な森林認

証制度であるPEFC認証を受けた認証材をはじめ、

適切な管理が行われている植林木などを積極的

に採用しています。

当社は持続可能な森林の木を使うことにより、

森林環境の保護に貢献しています。

「木」は循環可能な資源であり、長期間使用され、

不用になった木質製品も資源となります。

永大産業は、このような木質製品からパーティク

ルボードを生産する「マテリアルリサイクル（再生

利用）」を推進しています。

さらにこのパーティクルボードをシステムキッチン

や収納製品のキャビネットに使用しています。

またマテリアルリサイクルができないものについ

ては、バイオマス燃料として「サーマルリサイクル」

を行っています。

当社は木を循環して使うことにより、二酸化炭素

の排出抑制に力を入れています。

木材資源を無駄なく利用するためには、木を加工・

製品化する技術が必要になります。

原木からは、製材品や合板などの木質製品が

つくられますが、永大産業は長年培った技術を

活かし、未利用材や木製品の生産工程で生じる端

材などの残りの部分も無駄なく利用して、パー

ティクルボードやＭＤＦといった木質ボードの原材

料にしています。

また、このボードを使用し、フローリングやシステム

キッチン、収納製品などを生産しています。

当社は、木を無駄なく使うことにより、一層の省

資源化を図っています。

3つの循環の輪 
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環境配慮型フローリングの比率を 
2011年度中に100％へ 
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環 境 報 告  環 境トピックス 

1環境 
トピックス 

環境配慮型基材の先進的取り組み  

永大産業は永年にわたり環境配慮型基材を使用し、室内ドア、造作材やシステムキッチンなどの基材

転換を完了しています。 

一方、フローリングについては熱帯林を保護するため、ラワン合板から持続可能な森林資源への転換

を目指し、業界に先駆けて森林認証材であるタスマニアンユーカリの製品化を実現させました。 

当社では、2011年度中に当社の生産する環境配慮型フローリングの比率（カタログ掲載品）を100％と

する計画を策定し、2009年度（3月末時点）の比率は40％でした。今後は高付加価値製品である一体

型床暖房や、直貼り遮音フローリングについても、環境配慮型製品に移行し、計画の達成を目指します。 

 

2007年度 2008年度 2009年度

3% 16% 40%

2010年度
《環境配慮型フローリング比率》

環境配慮型基材で製品を構成 

ドア 

造作材 

収納 

階段 

シューズ 
ボックス 

キッチン 

クロゼット 

カウンター 

合板メーカーとして出発した当社は、いち早く環境問題への対応を進めました。合板端材等の再生利用を目的に、

パーティクルボードを生産し、積極的にキッチンや収納などの二次製品に活かしてきました。また未利用材等の有効

利用を目的に、グループ会社のエヌ・アンド・イー社でMＤＦを生産し、当社製品の原材料として活用しています。

今日、当社の製品はこれらの環境に配慮した基材で構成されています。 

パーティクルボードはシューズボックスやシステムキッ

チンのボックスに、またMDFはクロゼットや造作材な

どの内装材に採用しています。、さらに国産杉LVLは

階段材の一部に用いています。現在開発中の新製

品についても、環境への配慮を第一に考えています。

EIDAI 
action!

LVL 
国産杉 
 

パーティクル 
ボード 
 

MDF  


